段落書式といえば最初に思い出すのは文字揃え（アラインメント alignment）でしょう。

この文章は中央揃えになっています。

Word ではツールバーの [中央揃え] ボタン（実際にはアイコンになっている）を使います。

HTML では <center> タグが多く使われますが、これは Netscape が追加したタグで、非標準です。

標準的には<p align=CENTER>～</P>のように <p>（Paragraph）タグの align アトリビュートを使うそうです。

ここからは右揃えになっています。

よく書類の書名などを右揃えにするとき便利ですね。

ここからは左揃えです。

でもこんな風に気まぐれにあっちこっち文字が飛んでいては読む人が面倒ですね。

ちなみにこういうEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(きんとう),均等)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(わりつけ),割付)というのもあります。

ああっ、面白い現象が起きましたね。Word で均等割付をすると、ルビ（よみがな）を振った字は単語単位でくっついてしまいます。

これは、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あすか),飛鳥)とかのようにどの字がどう読むのかわかりにくい字があるからしょうがないんでしょうか。

読みにくいから左揃えに戻しました。

メモ：

ちなみに alignment のことをアライメントと書く人がいて、entertainment(人を楽しませること）のことをエンターテイメントと書くのと一緒で（本来はエンターテインメント）明らかに間違いなんですけど、あまりにも間違う人が多いのでめんどくさくて（人の原稿に手を入れる局面でも）直さない場合もあります。間違うぐらいなら難しいカタカナ語を使わなきゃいいと思うんですが、ま、難しい問題です。（この段落はインデント（字下げ）の機能を使って段落の開始位置を変えています。インデントも段落書式です。）

· このような箇条書きも段落書式の一部です。

· 段落書式はこのように文章の構造を決定します。

· ちなみに上の構造という言葉では箇条書きという段落書式の中で文字書式の太字を使いました。

